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C 6 ) 蝶 と 虫 [Vol. VHI 
nN 2 令 末 期 | 3 令 末期 | 4 令 末期 | 5 令 初 期 條 を 
ee Ra よ 9. 11.8mm 16. 5mm 16.0mm 17. 5mm 
コ T 人 1 i i or ニニ ’ 
頭 部 縦 径 ( 角 状 突起 先端 迄 ) 2: 0 2.2mm 2.5mm 2.8mm < 
両角 状 突起 問 の 長き 1.2mm | 1.3mm| 14mml 12mml ご 











角 状 突起 基部 よ り 先 端 迄 の 長き 1.1mm 1.2mm | 1.3mm 1.9mm > 





尾部 示 敵 背面 肛 上 族 の 長き 1.2mm 12mm | 1.1mm 2.0mm 2.2mm 


























上 記 の 表 は いずれ も 多数 の 体 た お いて 得 ち れ た F 均 値 で ある が 実際 上 は 数 字 た 表 わ れ て い ”) 
0 ま は な い . 

越冬 を 行なう 5 令 幼 虫 は 早く は 10 月 24 日 , 一 般 に は 
11 月 中 名 より 変色 を 開始 し , 12 月 初旬 に は 完了 する . 
た だ し , アシ ボン ソ 等 早く 枯れ る も の を 摂 食 する も の は 
早く 変色 を 完了 し , ノ ガ リヤ ス 等 の 遅く まで 枯れ な い 
も の は 遅く まで 変色 し な い . 効 虫 は 変色 し て も る 食 草 が 
完全 に 枯死 し な い 限り , 遅く まで 摂 食 を 続け る . 完全 
に 変色 を 終る と 次 第 に 食 草 の 根元 に 降り , 石 や 枯草 の 
下 に 入り 越冬 する . 

体 色 に 変色 の 傾向 が 表 わ れ て か ら 大 体 5ー7 日 で 全 
て を 完了 する が , 先ず 背 線 が 暗 緑 色 と な り 了 胴 部 全体 , 
に や い 淡 紅色 を 帯び る . 型 部 に 変化 の 起 る の が も っ と SS ~~ | 
も 遅れ , 胴 部 は 次 第 に 茶色 味 を 増し , 枯草 色 と な る . (超人 中 の 5 和 令 幼 中 ) 
変色 の 完了 し た も の を 詳細 に 名 部 を 検 する と 体長 は 17.5mm 前 後 , 高き は 2.2mm 前 後 , 胴 部 横 巾 は 第 4 腹 節 附近 
で 2.5mm 前 後 で , 背 線 は 太く , 気 門 上 線 は 細く や ょ 波状 を 星 し , 共に チョ コレ ー ト 色 と な る . 背 線 は 外側 白 
色 の ふち どり を 持つ . 亜 背 線 は 胸 筋 附近 の み 著 防 で 色彩 は 淡白 色 で や ょ 茶色 を 淀 び , 気 門下 線 は 淡紅 色 で 細く , 
RE 背 線 と 亜 背 線 と の 聞 に は 不遇 内 な 両 線 た 平行 し て 走る 淡紅 色 の 帯 が 表 わ れ る . 尾部 末端 

此 面 の 肛 上 板 も 淡紅 色 で ある . また , 気 門 を 中 心 と し て 各 条 ご と に 斜 に 走る 淡紅 色 の 短 か い 帯 も 表 わ れ る . 頭 習 
No 6 記 あけ 38 押 生 の は 消 呆 2 

胴 部 背 面 の 短 毛 は , ほとん ど 遂 明 近 い 白 色 で ある が , 次 第 と 野外 の ほとり が 附 着 し , うす よど れ て 見 える . 

越冬 中 の 妙 中 は 暖か い 日 が あっ て も る , 運動 する と と も な く , 森 の 発芽 期 を 待つ . 越冬 状態 た あっ た 4 令 幼 虫 の 
死亡 する の は 多く は 1 月 下 毎 頃 で あ る. 


















































アゲ ハ の 交 の 色 は “におい” で 決定 され る 1!? は 勿論 だ が , 袋 双 は 箱 た つい た 正 も 線 色 た なる. 小枝 
アゲ ハ の 遇 に 緑色 , 褐 人 の 2 型 が ある こと は いわ ゆ で な く , 緑 葉 や 小 校 の 粉 示 . その テー テル 抽出 液 を 入 
る 保護 色 の 好例 と し て よく 外 ら れ て いる と と で ある . れ て お いて も る, 緑色 の 由 に な る . し か も カテ タチ に を 限 
こと の 幅 の 色 を 決定 する 其 〒 は 光 だ と 考え られ て いた ら ず , クス ノ キ , ハク グ クサイ, ニン ジン , ブタ クサ で も 
が , そ う で は な いら し い . 科学 , 第 27 巻 策 2 号 (1957 年 同様 で 結局 緑 葉 の あ を くさ み が 問 題 ら し いと いう . も 


2 月 ) 掲 載 の 東 ナ 理学 次 変 物 学 教 字 の 日 意 歓 隆 氏 の 報 し そう な ら 『“ 緑 葉 の に お い の 存 耕 に よる と いう 保護 色 
告 に よる と 老 毅 中 を 箱 や ポリ エチ レン の 付 に た 入れ て 決定 の 単純 に し て 明快 きわ まる 機構 に 驚く ほか は な 


蜂 開 に お く と 必 す 褐色 の 虹 と な る が , も し と の 中 に 方 い ” わけ で ある . 今後 の 研究 課題 と し て 非常 に 興味 深 
ラ タ チ の 緑色 小枝 を 入れ て お おく と その 小枝 に つい た の いこ と と と 思わ れる . (緒方 正美 ) 
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